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令和５年度第２回  

富士見市障害者施策推進協議会議事録  

日  時  令和５年１１ 月１ ７日（金）  
開会  午後２ 時３ ０分  
閉会  午後４ 時０ ０分  

場  所  市立南畑公民 館ホ ール  

出 席 者 

委 員  

小菅委員  田嶋委員  朝倉委員  齊藤委員  小川委員  

○  〇  〇  欠  〇  

木内委員  斉 藤 委 員  国分委員  小寺委員  瀬尾委員  

欠  ○  欠  〇  ○  

高橋委員  長澤委員  橋本委員  鶴澤委員  古川委員  

〇  ○  〇  〇  ○  

細野委員  相澤委員     

〇  欠     

事 務 局  
障がい福祉課  水 口課長、谷合 副課 長、加治係長 、  
三浦係長、  

公 開 ・  
非 公 開  

公開（傍聴者 ０ 名 ）  

議 題  

１ .協議会開会  

２ .あいさつ  

３ .議題  

（１）専門部 会報 告  

①権利擁護・ コミ ュニケーショ ン部 会  

②相談支援部 会  

（２）協議事 項  

 第６期富士 見市 障がい者支援 計画 （素案）につ いて  

①  富士見市障が い 福 祉についての 実態 調査報告書 に つい て  

②  富 士 見 市 障 が い 福 祉 に つ い て の ヒ ア リ ン グ 調 査 報 告 書 に

ついて  

③  第６次富士見 市障 がい者計画の 点検 ・評価につい て  

４ .その他  

５ .閉会  
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議事内容  

事務局  

 

会長  

 

 

 

部会長  

 

 

部会長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ .協議会開会   

２ .会長挨拶  

 計 画 の 話 し 合 い が 主 と な る た め 、 忌 憚 の な い 意 見 を い た だ

きたく、よろ しく お願いしたい 。  

３ .議題  

（１）専門部 会報 告  

①  権利擁護・コ ミュ ニケーション 部会  

次週１１月２ ２日 に ２回目の会 議を 開催し、計画の 素 案に対

する意見をい ただ くことになっ てい る。  

②  相談支援部会  

８月２９日に 第一 回目の部会実 施 。人材育成チー ム を 発足

し、事業所の若手 職員を中心に、事 業所紹介をテ ーマ にして、

今年度中に３ か所 の事業所を 訪 問す ることとした 。障 がい福

祉課職員も同 行す る 予定。７月５日 、児童発 達支援事 業所・

放課後等デイ サー ビス連絡会実 施 。児童発達支援 管理 責任者

の業務、アフター コロナの対応 を協 議した。地域生活 支援拠

点の報告につ いて 、令和 ４年度は、新規登録者が １名 、緊急

対応２名、相談 １ 名、令和５年度 は 、令和３年度に 対 応した

児童を緊急対 応し た。日中サービ ス 型支援型グル ープ ホーム

の報告につい て、日中サービス 支援 型グループは 、市 内に３

か所あり、施 設の 状況や課題を 協議 した 。  

児童チームは 、５ 月９日実施。 市内 の放課後等デ イサ ー  

ビスや児童発 達支 援事業所職員 が集 まり、「 連絡会」 の今後  

の進め方、医 療的 ケア児の支援 につ いて等を 協議 した 。  

精 神 チ ー ム は 、 １ ０ 月 １ ３ 日 実 施 。「 精 神 障 害 者 に も 対 応

した地域包括 ケア システム 」の協議 の場とし 、地域の 課題や

ニーズを協議 した 。主に訪問看護 事 業所を招き事 例検 討を行

った。  

就 労 チ ー ム は 、 令 和 ５ 年 ３ 月 ２ 日 実 施 。「 切 れ 目 の な い 支

援」の活 動を協議 した 。今 年度は各 校の特別支援 学級 の生徒

の卒業後の進 路等 について教育 相談 室の 協力のも と、現状分

析を行い今後 の支 援を検討する 。  

１ ０ 月 １ ８ 日 に 、 第 二 回 目 の 部 会 実 施 。「 第 ６ 期 富 士 見 市
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事務局  

 

委員  

事務局  

 

 

 

委員  

事務局  

委員  

 

委員  

 

委員  

 

 

会長  

会長  

委員  

 

 

 

 

 

 

 

会長  

 

障がい者支援 計画 」の策定におけ る 障がい者に関 わる ヒアリ

ング会を行っ た。児童発達支援 事業 所・放課 後等デイ サービ

ス 連 絡 会 は 、 １ ０ 月 ２ ３ 日 実 施 。 障 が い 者 と 同 様 に 、「 第 ６

期富士見市障 がい 者支援計画」の 策 定における障 がい 児に関

わるヒアリン グ会 を行った 。  

（２）協議事 項  

◇第６期富士 見市 障がい者支援 計画 （素案）につ いて  

 資料にそっ て事 務局が説明。  

計画策定の今 後の スケジュール につ いて確認した い。  

１１月２４日 に市 長など 三役へ の中 間報告、その後 、１２月

１８日に政策 会議 、年が明 けて、２ 月に１か月間 パブ リック

コメントを実 施し 、その結 果を受け て、３月 中旬から 下旬 に

協議会を開催 し、 最終報告をす る予 定。  

案を公表する のは いつか。  

パブリックコ メン トの公表時 。  

１０月の富士 見ふ るさと祭りの 時に 、聞こえに関す る 相談を

個別に受けた 。聞 こえない本人 と聞 こえる両親と が、考え方

に相違がある とい う内容。社会福 祉 協議会にこ の よう な相談

はあるか。  

今のような相 談は ないが、聞こえな い方の相談は 多い 。ろう

学 校 の 先 生 と 地 域 で ど う 支 援 で き る か 話 し あ っ た こ と が あ

る。どこが受 けて も支援 できれ ばよ いのではな い か。  

就労相談に耳 の 不 自由な方の相 談は あった。  

相談は放置せ ずに 、適切な支援 につ なげるように した い。  

今回の素案は 、こ れまで議論し てき たことを「施 策の 展開」

において 、細かく 加えたこと を 評価 したい。最終 的に Ｐ４１

の今後の施策 推進 に向けた 課題 に加 えており、施策 に 反映し

ているように みえ る。次回 の権利擁 護・コミ ュニケー ション

部会でも補足 した い。また 、イン ク ルーシブ教育 は障 がい当

事者だけでな く、障がいのない 人と 両面で施策を 推進 する必

要がある。項 目や 内容の補強が 必要 ではないか。 学校 でも 、

当事者の声が 活き る施策プロセ スを 考えてほしい 。  

計画の期間が ３年 でよいか、もう 少 しゆとりのあ る期 間でも

よいかの検討 が必 要ではないか 。ま た、３年 に一度の アンケ
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事務局  

事務局  

 

ート調査なの で、貴重な意見だ と思 う。意見には、難 しいも

のもあるが 、活か せるものもあ ると 思うので 、部会と も連携

し行っていく 。  

他 市 の 協 議 会 に も 参 加 し て お り 、 人 材 育 成 の 話 が 生 じ て い

る。市のホーム ペ ージ等の媒体 で求 人の協力がで きな いかと

いう提案があ り、 他市では検討 する こととなった 。  

委員の皆さん の 意 見をまとめ、 整理 していきたい 。  

４ .その他  

事務局からの 報告 事項  

①  １１月１日か ら「 埼玉県思いや り駐 車場制度 」が スタ ート  

した。市 内１７施 設が登録し 、利用 証の申請は１ １月 １６日

現在３１名に 達し た。  

②  １２月９日の「あ いサポートイ ベン ト 」について 、両 眼と  

両手を失った 元教 師 の方が講師 とし て講演する 。  

③  令和６年１月 ２７ 日、「聞こえ とコ ミュニケーシ ョン に関  

する講演会」 を開 催する。  

５ .閉会  
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